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「Mieこどもエコフェア」大盛況でした。
　夏休み初日の、7月18～19日に、鈴鹿山麓リサーチパーク全域で
開催し、予想を上回る4,200名の方にご来場いただきました。どの
ブースも盛況で、待ち時間が長くなってしまい、ご来場の皆様には
ご迷惑をおかけしましたが、体験や工作を通じて、環境のことを考
えるきっかけにしていただけたのではないかと思っています。
　今回、いろいろな企業や団体、行政など56ブースに出展いただ
きました。初めて行ったステージイベントや、地産地消・エコ飲食
コーナーも充実して大変盛り上がりました。
　来年も、もっともっと環境について学んで実感していただけるよ
うにパワーアップしていきますので、どうぞご期待下さい！
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　「ものづくり」にはどうしてもエネルギー
が必要ですが、CO２の削減として、工場壁
面の一部にはゴウヤときゅうりを植え、夏
の温度上昇を抑えたり、また使用済みの複
写機を廃棄物とするのではなく、資源とし
て捉えリユースへ（再利用）。それができな
いものはリサイクル（もう一度他のものに
生まれ変わらせる）業者に引き渡す・・とい
うように「環境にやさしいものつくり」をコ
ンセプトに資源循環型をめざしています。
　また、地域との交流も盛んで、毎年出展
されている「鈴鹿川流域の環境展」。
今年は、「牛乳パックでエコはがき」を作り
ました。企画展示では、どんぐりを使った工
作も展示していただきました。来館者にも
「かわいい！」と好評でした。

　リサイクル資源回収活動・植林活動・お店の
中の照明・冷凍ケース等の省エネ・などなどい
ろいろな環境保全活動を展開されています。
　ペットボトルキャップの回収キャンペーンは
2008年6月から多気店ではじまり、その９月には
近くの小学校にも協力を得て広がり、現在８８
店舗中７７店舗が、この企画に参加しています。
企画展示中にもボックスを置いていただき来館
者のみなさまにもご協力をいただきました。
　また、不要のマイバッグを回収し必要な方
に松阪市を通じて配布。これこそまさにリ
ユースですね。環境イベントではマイバッグ
つくり・環境紙芝居や環境クイズなどでエ
コをアピール！7月18日・19日の「Mieこども
エコフェア」でも出展いただき、企画展示と
のダブルで楽しませていただきました。

　三重県の土地面積の６割が森林ですが、
そのまた６割が人口林です。かつて植えたス
ギやヒノキが育ち、今や森の中は満員電車
状態です。だから、間伐をして光を遮る余分
な木を伐採する必要があります。森林は「き
れいな水」をくれたり、「空気をきれい」にして
くれたり、「土砂災害」から私たちを守ってく
れたりします。でも、ひとたび人の手を入れ
た人工林においては、天然林と違って間伐な
どの手入れが必要なのです。
　展示では森の働きがどれだけ私たちに関
係あるのか、わかりやすくパネル等で説明。
　また、NPO法人「海虹路（えころ）」代表の池
田さんによる「尾鷲ひのきからできるヒノキ
シート」を使ったアートフラワーや草履・小物
などで、いろどりを添えていただきました。
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